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第 29回 日本読書療法学会勉強会 

テーマ：「認知症への介入としての読書療法」 

 

はじめに 

・認知症について 

・若年性認知症について 全国で約 4万人（2014年） 

・著者ケイト・スワファーさんについて 配布資料：朝日新聞、毎日新聞の記事 

・本書について 

・意味性認知症について 

 

 

★リチャード・テイラー博士の言葉との出逢い（58ページ）……本人の経験 

＜本人でないとわからないこと＞ 

ex. 藤田和子さん（クリスティーン・ブライデン訪日特別講演資料より） 

「クリスティーンさんの本を読んで、認知症になってからの感覚が私ひとりが思っている

のではないと安心できた」 

「頭痛のことも、認知症のせいではないといわれていたがクリスティーンさんも本に書い

ていた」（cf. げっぷ……うつ病） 

ex. 佐藤雅彦さん（クリスティーン・ブライデン訪日特別講演資料より） 

「クリスティーンさんの本を読んで、皆、診断を受けると仕事を辞めてくださいと言われ、

絶望するのだとわかった」 

ex. 樋口直美さん（『私の脳で起こったこと』185ページより） 

「『静かなアリス』を読んだ。止まらず一息に読んだ。その苦しみを、まるで自分のことの

ようだと思う」 

 

＜ロールモデルの存在＞ 

ex. 佐藤雅彦さん（クリスティーン・ブライデン訪日特別講演資料より） 

「クリスティーンさんは認知症ではないと言われながらも、認知症の人の代弁をして、認知

症でも話せることで、話せないという神話を打破している」 

「自分の主張ができることを示してくれ、自分も講演できるのではと思った」 

ex. 樋口直美さん（『私の脳で起こったこと』56ページより） 

「佐藤雅彦さんの講演動画を繰り返し何度も見た。ずいぶん勇気づけられ、精神的にも落ち

着く」 

ex. 丹野智文さん（認知症国際会議のオープニングスピーチより……配布資料参照） 

「私は、私よりも先に、不安を乗り越えた元気で明るい認知症当事者との出会いにより、10

年経っても元気でいられることを知りました」 



2 

 

 

★『病――肉体の叫び』（74ページ） 

＜病、苦しみへの理解と共感＞ 

「『病』は私に洞察を与えてくれるとともに、私の感情や病気への反応を認めてくれました」

（78ページ） 

ex. 樋口直美さん（『私の脳で起こったこと』204ページより） 

「『身体のいいなり』という本に書かれたことが、そのまま私の気持ちと重なる。そうか。

がん患者と若年性認知症患者の感じることは、同じなのか。簡単に病気のことを伝えられな

い。自分の数年後がどうなっているのか分からない。10 年後に生きているのかどうか、分

からない。だるくて、体調が悪くて、仕事ができない」 

ex. 樋口直美さん（『私の脳で起こったこと』67ページより） 

「昨日、大野更紗著『困ってる人』を読み終える。私はこの本を支えに生きられると思う。

この人の病気の苦しみと比べれば、レビーなど何でもないと思う」 

……＜より深刻な状況の人との比較＞ 

cf. 絵門ゆう子 がんコラム 

 

★『流行性孤独』（161ページ） 

＜孤独感、気持ちの落ち込みへの対応＞ 

「私は強い孤独感とよく格闘します。知恵を求めて、……『流行性孤独』を再読しました」 

ex. 樋口直美さん（『私の脳で起こったこと』54ページより） 

「ふと手に取った仏教の本にも救われた思いがする」 

ex. 佐藤雅彦さん（『認知症になった私が伝えたいこと』46ページ、117ページより） 

「私は、認知症と診断されてから、神谷美恵子さんの『生きがいについて』を、くりかえし

読んできました」 

「体の調子が悪い時は、悪いほう、悪いほうに頭が回ってしまいます。……そんなとき、星

野富弘さんの詩画集は、おすすめです。私はこころが癒されて、生きる気力を与えられまし

た」 

 

★『脳はいかに治癒をもたらすか』（178ページ） 

★『信念の生物学』（284ページ） 

★『認知症とともによく生きる』『認知症とともによりよく生きる』（296ページ） 

＜具体的に役立つ知識と情報、精神的なものの力＞ 
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★ウェイン・ダイアーの著作 

★『モリー先生との火曜日』（299ページ） 

＜人生の意味、哲学、人生への態度＞ 

 

★ブログと書くこと（297ページ） 

「ブログ、書くこと、それに詩も、認知症への非薬物的介入であると同様に前向きな心理社

会的介入だと感じます」（298ページ） 

「詩を書くことやブログ、自分のライフストーリーについて書くことが、認知症がある人の

実に多くが経験する、うつ状態と無気力という『黒い犬』を近寄らせないための鍵だったと

信じています」（301ページ） 

＜書くことによる療法効果＞ 

cf. 『刑務所図書館の人びと』 

＜コミュニケーション＞ 

＜記憶保持＞ 

cf. フェイスブック 

 

進行した場合に可能な読書療法について 

・詩の読み聞かせ 

・絵本 

・人生の主要な場面を扱った写真集 

 

参考文献 

・『認知症になった私が伝えたいこと』（佐藤雅彦、大月書店） 

・『私の脳で起こったこと―レビー小体型認知症からの復活』（樋口直美、ブックマン社） 

・『認知症とともに生きる私』（クリスティーン・ブライデン、大月書店） 


